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編 集 後 記

本報告書は、2011（平成23）年に発生した東日本大震災、その後の東京電力福島第一原子力発電所事

故で飛散した放射性物質により生じた県民の不安、そして、避難を余儀なくされた県民の心身の健康への

影響に対応するために開始された「県民健康調査」の10年間の記録です。

10年目になる2020（令和２）年秋から準備を始め、このたび、発刊の運びとなりました。基本調査

の他、４つの詳細調査（甲状腺検査、健康診査、こころの健康度・生活習慣に関する調査、妊産婦に関す

る調査）の調査結果については、福島県「県民健康調査」検討委員会で報告された内容に加え、論文とし

て公表された内容も含めて、県民の皆様にご理解頂けるよう心がけました。

本報告書が、県民健康調査の目的である「将来にわたる県民の健康の維持・増進を図ること」に活用さ

れれば幸いです。執筆を担当した教員のみならず、事務局の職員には心から感謝致します。

放射線医学県民健康管理センターでは、今後も市町村関係者のご要望や、県民皆様の声に真摯に耳を傾

け、県民の健康づくりに寄与していく所存です。

2021（令和３）年２月吉日

神谷研二、大戸 斉、安村誠司
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